
(57)【要約】

【課題】　音声出力装置を左右のどちら側においた場合

でも、ケーブル長が足りなくなることがないヘッドホー

ンを提供する。

【解決手段】　耳当て部３Ｒ，３Ｌ中には、それぞれコ

ネクタ５Ｒ，５Ｌが設けられている。これらコネクタ５

Ｒ，５Ｌは、それぞれ端子Ｌ、Ｒ、Ｇを有し、端子Ｌは

左側音声信号用、端子Ｒは右側音声信号用、端子Ｇはグ

ランド用として用いられている。そして、コネクタ５Ｒ

中の端子Ｌとコネクタ５Ｌ中の端子Ｌ、コネクタ５Ｒ中

の端子Ｒとコネクタ５Ｌ中の端子Ｒ、コネクタ５Ｒ中の

端子Ｇとコネクタ５Ｌ中の端子Ｇとは、それぞれ接続部

４中を通る配線で結合されている。よって、音声出力部

（プレーヤ）からのケーブルを、コネクタ５Ｒとコネク

タ５Ｌのどちらに接続しても、ヘッドホーン１に正常な

音声を流すことができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
両 方 の 耳 に 音 声 を 出 力 す る ヘ ッ ド ホ ー ン で あ っ て 、 頭 部 装 着 時 の 左 右 両 側 に 、 ケ ー ブ ル 接
続 用 の コ ネ ク タ を 有 し 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル を い ず れ か 一 方 の コ ネ ク タ に 接 続 可 能 と
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ヘ ッ ド ホ ー ン 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の ヘ ッ ド ホ ー ン で あ っ て 、 左 右 の コ ネ ク タ は 少 な く と も Ｌ 信 号 端 子 、 Ｒ 信 号 端 子
、 グ ラ ン ド 端 子 の 三 本 の 接 続 端 子 を 持 ち 、 左 右 の コ ネ ク タ の 前 記 三 本 の 接 続 端 子 は 、 そ れ
ぞ れ Ｌ 信 号 端 子 、 Ｒ 信 号 端 子 、 グ ラ ン ド 端 子 同 士 が 接 続 さ れ て お り 、 前 記 Ｌ 端 子 の 配 線 は
左 側 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 Ｒ 端 子 の 配 線 は 右 側 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 さ れ
、 前 記 グ ラ ン ド 端 子 の 配 線 は 左 右 両 方 の ホ ー ン の グ ラ ン ド 端 子 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る ヘ ッ ド ホ ー ン 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ の ヘ ッ ド ホ ー ン で あ っ て 、 左 右 の コ ネ ク タ は 少 な く と も Ｌ 信 号 端 子 、 Ｒ 信 号 端 子
、 グ ラ ン ド 端 子 の 三 本 の 接 続 端 子 を 持 ち 、 左 右 の コ ネ ク タ の 前 記 三 本 の 接 続 端 子 の う ち 、
グ ラ ン ド 端 子 は 互 い に 接 続 さ れ る と 共 に 左 右 両 方 の ホ ー ン の グ ラ ン ド 端 子 に 接 続 さ れ て お
り 、 左 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 信 号 端 子 は 、 左 側 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、 右 側 の コ
ネ ク タ の Ｒ 信 号 端 子 は 、 右 側 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、
左 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 と Ｒ 端 子 は 、 ど ち ら か を 選 択 す る 第 １ の ス イ ッ チ を 介 し て 左 右 連
絡 配 線 に 接 続 さ れ て お り 、 右 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 と Ｒ 端 子 は 、 ど ち ら か を 選 択 す る 第 ２
の ス イ ッ チ を 介 し て 前 記 左 右 連 絡 配 線 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ヘ ッ ド ホ ー ン 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の ヘ ッ ド ホ ー ン で あ っ て 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ は 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ
ル が 左 側 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い な い と き 左 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を 、 接 続 さ れ て い る
と き 左 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ は 、 前 記
音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル が 右 側 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い な い と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端
子 を 、 接 続 さ れ て い る と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を そ れ ぞ れ 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ
る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る ヘ ッ ド ホ ー ン 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の ヘ ヅ ド ホ ー ン で あ っ て 、 前 記 第 1の ス イ ッ チ は 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ
ル と は 別 の 部 材 が 左 側 の コ ネ ク タ も し く は そ の 近 傍 に 取 り 付 け ら れ て い る と き 左 側 の コ ネ
ク タ の Ｌ 端 子 を 、 取 り 付 け ら れ て い な い と き 左 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 選 択 し て そ れ ら に
接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ は 、 前 記 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル と は 別 の 部 材 が 右 側 の コ
ネ ク タ も し く は そ の 近 傍 に 取 り 付 け ら れ て い る と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 、 取 り 付 け
ら れ て い な い と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ る も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る ヘ ッ ド ホ ー ン 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の ヘ ッ ド ホ ー ン で あ っ て 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ は 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ
ル が 左 側 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い る と き 左 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 、 前 記 音 声 を 入 力 す
る ケ ー ブ ル と は 別 の 部 材 が 左 側 の コ ネ ク タ も し く は そ の 近 傍 に 取 り 付 け ら れ て い る と き 左
側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を 、 そ れ ぞ れ 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ は 、
前 記 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル が 右 側 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い る と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｌ
端 子 を 、 前 記 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル と は 別 の 部 材 が 右 側 の コ ネ ク タ も し く は そ の 近 傍 に
取 り 付 け ら れ て い る と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 、 そ れ ぞ れ 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ
る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る ヘ ッ ド ホ ー ン 。
【 請 求 項 ７ 】
両 方 の 耳 に 音 声 を 出 力 す る ヘ ッ ド ホ ー ン で あ っ て 、 頭 部 へ の 装 着 を 左 右 入 れ 替 え て も 使 用
可 能 な も の に お い て 、 ヘ ッ ド ホ ー ン に 接 続 さ れ た Ｌ 信 号 端 子 と Ｒ 信 号 端 子 を 、 そ れ ぞ れ 左
ホ ー ン の 信 号 端 子 と 右 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 す る の か 、 あ る い は そ れ ぞ れ 右 ホ ー ン の 信
号 端 子 と 左 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 す る の か を 切 り 替 え る 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
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ヘ ッ ド ホ ー ン 。
【 請 求 項 ８ 】
頭 部 に 装 着 さ れ 、 使 用 者 の 目 に 映 像 を 表 示 す る 映 像 表 示 装 置 で あ っ て 、 請 求 項 １ か ら 請 求
項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ヘ ッ ド ホ ー ン を 有 し 、 映 像 信 号 が 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル
を 接 続 す る コ ネ ク タ と 同 じ コ ネ ク タ を 使 用 し て 、 前 記 ヘ ッ ド ホ ー ン に 入 力 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 映 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
頭 部 に 装 着 さ れ 、 使 用 者 の 目 に 映 像 を 表 示 す る 映 像 表 示 装 置 で あ っ て 、 請 求 項 ７ に 記 載 の
ヘ ッ ド ホ ー ン を 有 し 、 映 像 信 号 が 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル を 接 続 す る コ ネ ク タ と 同 じ コ
ネ ク タ を 使 用 し て 、 前 記 ヘ ッ ド ホ ー ン に 入 力 さ れ て い て 、 左 右 反 転 し て 使 用 可 能 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 映 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
使 用 者 の 目 に 映 像 を 表 示 す る 映 像 表 示 装 置 で あ っ て 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の う ち い ず れ
か １ 項 に 記 載 の ヘ ッ ド ホ ー ン の 左 右 に 、 映 像 表 示 装 置 本 体 が 着 脱 可 能 と さ れ 、 音 声 を 入 力
す る 第 １ の ケ ー ブ ル が 、 前 記 映 像 表 示 装 置 本 体 側 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 ヘ ッ ド ホ ー ン と
前 記 映 像 表 示 装 置 本 体 と は 音 声 信 号 を 伝 え る コ ネ ク タ で 接 続 さ れ て お り 、 前 記 映 像 表 示 装
置 本 体 が 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の ヘ ッ ド ホ ー ン に お け る 、 音
声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル の 機 能 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 映 像 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ヘ ッ ド ホ ー ン 、 及 び ヘ ッ ド ホ ー ン を 有 す る 映 像 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 ヘ ッ ド ホ ー ン は 一 人 で 迫 力 の あ る 音 声 を 聞 く こ と の で き る 装 置 と し て 広 く 使 わ れ て い
る 。 音 声 出 力 装 置 （ プ レ ー ヤ ） か ら ヘ ッ ド ホ ー ン へ の 配 線 は 、 ヘ ッ ド ホ ー ン の 片 側 、 又 は
両 側 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ０ ５ ２ ９ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ０ ７ ８ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の ヘ ッ ド ホ ー ン に お い て は 、 例 え ば 左 側 に 音 声 入 力 用 の ケ ー ブ ル が
接 続 さ れ て い る ヘ ッ ド ホ ー ン の 場 合 、 ヘ ッ ド ホ ー ン に 接 続 さ れ た 音 声 出 力 装 置 を 右 側 に 持
っ て く る と ケ ー ブ ル 長 が 不 足 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 音 声 出 力 装 置 を 左 右 の ど ち ら 側 に お
い た 場 合 で も 、 ケ ー ブ ル 長 が 足 り な く な る こ と が な い ヘ ッ ド ホ ー ン 、 及 び こ の よ う な ヘ ッ
ド ホ ー ン を 使 用 し た 映 像 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 達 成 す る た め の 第 １ の 手 段 は 、 両 方 の 耳 に 音 声 を 出 力 す る ヘ ッ ド ホ ー ン で あ
っ て 、 頭 部 装 着 時 の 左 右 両 側 に 、 ケ ー ブ ル 接 続 用 の コ ネ ク タ を 有 し 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー
ブ ル を い ず れ か 一 方 の コ ネ ク タ に 接 続 可 能 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ヘ ッ ド ホ ー ン （
請 求 項 １ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 手 段 に お い て は 、 音 声 出 力 装 置 が 左 側 に あ る と き に は 、 そ れ か ら 伸 び る 音 声 を 入 力 す
る ケ ー ブ ル を 左 側 の コ ネ ク タ に 接 続 し 、 音 声 出 力 装 置 が 右 側 に あ る と き に は 、 そ れ か ら 伸
び る 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル を 右 側 の コ ネ ク タ に 接 続 す る こ と が で き る の で 、 左 右 ど ち ら
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の 側 で 音 声 出 力 装 置 を 使 用 す る 場 合 で も 、 音 声 出 力 装 置 か ら の ケ ー ブ ル 長 が 足 り な く な る
こ と が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 は 、 前 記 第 １ の 手 段 で あ っ て 、 左 右 の コ ネ ク タ が
少 な く と も Ｌ 信 号 端 子 、 Ｒ 信 号 端 子 、 グ ラ ン ド 端 子 の 三 本 の 接 続 端 子 を 持 ち 、 左 右 の コ ネ
ク タ の 前 記 三 本 の 接 続 端 子 は 、 そ れ ぞ れ Ｌ 信 号 端 子 、 Ｒ 信 号 端 子 、 グ ラ ン ド 端 子 同 士 が 接
続 さ れ て お り 、 前 記 Ｌ 端 子 の 配 線 は 左 側 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 Ｒ 端 子 の 配 線
は 右 側 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 グ ラ ン ド 端 子 の 配 線 は 左 右 両 方 の ホ ー ン の グ ラ
ン ド 端 子 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の （ 請 求 項 ２ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ３ の 手 段 は 、 前 記 第 １ の 手 段 で あ っ て 、 左 右 の コ ネ ク タ が
少 な く と も Ｌ 信 号 端 子 、 Ｒ 信 号 端 子 、 グ ラ ン ド 端 子 の 三 本 の 接 続 端 子 を 持 ち 、 左 右 の コ ネ
ク タ の 前 記 三 本 の 接 続 端 子 の う ち 、 グ ラ ン ド 端 子 は 互 い に 接 続 さ れ る と 共 に 左 右 両 方 の ホ
ー ン の グ ラ ン ド 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、 左 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 信 号 端 子 は 、 左 側 ホ ー ン の 信
号 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、 右 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 信 号 端 子 は 、 右 側 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続
さ れ て お り 、 左 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 と Ｒ 端 子 は 、 ど ち ら か を 選 択 す る 第 １ の ス イ ッ チ を
介 し て 左 右 連 絡 配 線 に 接 続 さ れ て お り 、 右 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 と Ｒ 端 子 は 、 ど ち ら か を
選 択 す る 第 ２ の ス イ ッ チ を 介 し て 前 記 左 右 連 絡 配 線 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も
の （ 請 求 項 ３ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ４ の 手 段 は 、 前 記 第 ３ の 手 段 で あ っ て 、 前 記 第 １ の ス イ ッ
チ は 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル が 左 側 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い な い と き 左 側 の コ ネ ク タ
の Ｌ 端 子 を 、 接 続 さ れ て い る と き 左 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ 、
前 記 第 ２ の ス イ ッ チ は 、 前 記 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル が 右 側 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い な
い と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 、 接 続 さ れ て い る と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を そ れ ぞ
れ 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る も の （ 請 求 項 ４ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ５ の 手 段 は 、 前 記 第 ３ の 手 段 で あ っ て 、 前 記 第 1の ス イ ッ
チ は 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル と は 別 の 部 材 が 左 側 の コ ネ ク タ も し く は そ の 近 傍 に 取 り 付
け ら れ て い る と き 左 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を 、 取 り 付 け ら れ て い な い と き 左 側 の コ ネ ク タ
の Ｒ 端 子 を 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ は 、 前 記 音 声 を 入 力 す る ケ ー
ブ ル と は 別 の 部 材 が 右 側 の コ ネ ク タ も し く は そ の 近 傍 に 取 り 付 け ら れ て い る と き 右 側 の コ
ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 、 取 り 付 け ら れ て い な い と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を 選 択 し て そ れ ら
に 接 続 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る も の （ 請 求 項 ５ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ６ の 手 段 は 、 前 記 第 ３ の 手 段 で あ っ て 、 前 記 第 １ の ス イ ッ
チ は 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル が 左 側 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い る と き 左 側 の コ ネ ク タ の
Ｒ 端 子 を 、 前 記 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル と は 別 の 部 材 が 左 側 の コ ネ ク タ も し く は そ の 近 傍
に 取 り 付 け ら れ て い る と き 左 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を 、 そ れ ぞ れ 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ
れ 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ は 、 前 記 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル が 右 側 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て
い る と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｌ 端 子 を 、 前 記 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル と は 別 の 部 材 が 右 側 の
コ ネ ク タ も し く は そ の 近 傍 に 取 り 付 け ら れ て い る と き 右 側 の コ ネ ク タ の Ｒ 端 子 を 、 そ れ ぞ
れ 選 択 し て そ れ ら に 接 続 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る も の （ 請 求 項 ６ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ７ の 手 段 は 、 両 方 の 耳 に 音 声 を 出 力 す る ヘ ッ ド ホ ー ン で あ
っ て 、 頭 部 へ の 装 着 を 左 右 入 れ 替 え て も 使 用 可 能 な も の に お い て 、 ヘ ッ ド ホ ー ン に 接 続 さ
れ た Ｌ 信 号 端 子 と Ｒ 信 号 端 子 を 、 そ れ ぞ れ 左 ホ ー ン の 信 号 端 子 と 右 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接
続 す る の か 、 あ る い は そ れ ぞ れ 右 ホ ー ン の 信 号 端 子 と 左 ホ ー ン の 信 号 端 子 に 接 続 す る の か
を 切 り 替 え る 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ヘ ッ ド ホ ー ン （ 請 求 項 ７ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ８ の 手 段 は 、 頭 部 に 装 着 さ れ 、 使 用 者 の 目 に 映 像 を 表 示 す
る 映 像 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 手 段 か ら 第 ６ の 手 段 の い ず れ か で あ る ヘ ッ ド ホ ー ン
を 有 し 、 映 像 信 号 が 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル を 接 続 す る コ ネ ク タ と 同 じ コ ネ ク タ を 使 用
し て 、 前 記 ヘ ッ ド ホ ー ン に 入 力 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 映 像 表 示 装 置 （ 請 求 項 ８ ） で
あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ９ の 手 段 は 、 頭 部 に 装 着 さ れ 、 使 用 者 の 目 に 映 像 を 表 示 す
る 映 像 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 ７ の 手 段 で あ る ヘ ッ ド ホ ー ン を 有 し 、 映 像 信 号 が 、 音 声
を 入 力 す る ケ ー ブ ル を 接 続 す る コ ネ ク タ と 同 じ コ ネ ク タ を 使 用 し て 、 前 記 ヘ ッ ド ホ ー ン に
入 力 さ れ て い て 、 左 右 反 転 し て 使 用 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 映 像 表 示 装 置 （ 請 求 項 ９
） で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら 第 ８ の 手 段 及 び 第 ９ の 手 段 に お い て は 、 映 像 信 号 が 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル を
接 続 す る コ ネ ク タ と 同 じ コ ネ ク タ を 使 用 し て 、 前 記 ヘ ッ ド ホ ー ン に 入 力 さ れ る の で 、 ケ ー
ブ ル が １ 本 で 済 み 、 ケ ー ブ ル の 取 扱 に 対 す る 煩 わ し さ が 無 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ ０ の 手 段 は 、 使 用 者 の 目 に 映 像 を 表 示 す る 映 像 表 示 装 置
で あ っ て 、 前 記 第 １ の 手 段 か ら 第 ６ の 手 段 の う ち い ず れ か の ヘ ッ ド ホ ー ン の 左 右 に 、 映 像
表 示 装 置 本 体 が 着 脱 可 能 と さ れ 、 音 声 を 入 力 す る 第 １ の ケ ー ブ ル が 、 前 記 映 像 表 示 装 置 本
体 側 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 ヘ ッ ド ホ ー ン と 前 記 映 像 表 示 装 置 本 体 と は 音 声 信 号 を 伝 え る
コ ネ ク タ で 接 続 さ れ て お り 、 前 記 映 像 表 示 装 置 本 体 が 、 前 記 第 １ の 手 段 か ら 第 ６ の 手 段 の
う ち い ず れ か の ヘ ッ ド ホ ー ン に お け る 、 音 声 を 入 力 す る ケ ー ブ ル の 機 能 を 有 し て い る こ と
を 特 徴 と す る 映 像 表 示 装 置 （ 請 求 項 １ ０ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 映 像 表 示 装 置 本 体 が 、 ヘ ッ ド ホ ー ン の 左 右 両 側 に 切 り 替 え て 取 り 付 け 可 能 と な っ て い る
も の に お い て は 、 映 像 表 示 装 置 の 制 御 部 か ら の ケ ー ブ ル が 映 像 表 示 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る
場 合 が 多 い 。 そ の 場 合 、 本 手 段 の よ う に し て お く こ と に よ り 、 映 像 表 示 装 置 本 体 を ヘ ッ ド
ホ ー ン の 左 右 ど ち ら に つ け た 場 合 で も 、 ヘ ッ ド ホ ー ン の 左 右 の ホ ー ン へ の 音 声 を 切 り 替 え
て 出 力 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 音 声 出 力 装 置 を 左 右 の ど ち ら 側 に お い た 場 合 で も 、 ケ ー ブ ル 長 が 足 り
な く な る こ と が な い ヘ ッ ド ホ ー ン 、 及 び こ の よ う な ヘ ッ ド ホ ー ン を 使 用 し た 映 像 表 示 装 置
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 例 を 、 図 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態
の 第 １ の 例 で あ る ヘ ッ ド ホ ー ン の 概 要 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ヘ ッ ド ホ ー ン １ は 、 右 側
（ Ｒ ） 用 と 左 側 （ Ｌ ） 方 の ホ ー ン （ ス ピ ー カ ） ２ Ｒ 、 ２ Ｌ を 有 し て お り 、 そ れ ぞ れ の ホ ー
ン ２ Ｒ 、 ２ Ｌ は 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ 、 ３ Ｌ に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 耳 当 て 部 ３ Ｒ と ３ Ｌ は 、 接 続 部 ４ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 接 続 部 ４ は 弾 性 を 有 し 、 こ れ
を 頭 部 の 後 側 に 回 し て 、 頭 部 を 挟 み 込 み 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ ， ３ Ｌ を 両 耳 に 当 て る こ と に よ っ
て 頭 部 に 装 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 耳 当 て 部 ３ Ｒ ， ３ Ｌ 中 に は 、 そ れ ぞ れ コ ネ ク タ ５ Ｒ ， ５ Ｌ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら コ
ネ ク タ ５ Ｒ ， ５ Ｌ は 、 そ れ ぞ れ 端 子 Ｌ 、 Ｒ 、 Ｇ を 有 し 、 端 子 Ｌ は 左 側 音 声 信 号 用 、 端 子 Ｒ
は 右 側 音 声 信 号 用 、 端 子 Ｇ は グ ラ ン ド 用 と し て 用 い ら れ て い る 。 そ し て 、 コ ネ ク タ ５ Ｒ 中
の 端 子 Ｌ と コ ネ ク タ ５ Ｌ 中 の 端 子 Ｌ 、 コ ネ ク タ ５ Ｒ 中 の 端 子 Ｒ と コ ネ ク タ ５ Ｌ 中 の 端 子 Ｒ
、 コ ネ ク タ ５ Ｒ 中 の 端 子 Ｇ と コ ネ ク タ ５ Ｌ 中 の 端 子 Ｇ と は 、 そ れ ぞ れ 接 続 部 ４ 中 を 通 る 配
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線 で 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ 中 に お い て は 、 Ｒ 端 子 と Ｇ 端 子 か ら の 配 線 が ホ ー ン ２ Ｒ に 接 続 さ
れ 、 右 側 音 声 を 伝 え る よ う に さ れ 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ 中 に お い て は 、 Ｌ 端 子 と Ｇ 端 子 か ら の 配
線 が ホ ー ン ２ Ｌ に 接 続 さ れ 、 左 側 音 声 を 伝 え る よ う に さ れ て い る 。 よ っ て 、 音 声 出 力 部 （
プ レ ー ヤ ） か ら の ケ ー ブ ル を 、 コ ネ ク タ ５ Ｒ と コ ネ ク タ ５ Ｌ の ど ち ら に 接 続 し て も 、 ヘ ッ
ド ホ ー ン １ に 正 常 な 音 声 を 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ２ の 例 で あ る ヘ ッ ド ホ ー ン の 概 要 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。 な お 、 以 下 の 図 面 に お い て は 、 前 述 の 図 面 に 示 さ れ た 構 成 要 素 と 同 じ 構 成 要 素 に は
、 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ の 中 に ス イ ッ チ ６ Ｒ が 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の 中 に
ス イ ッ チ ６ Ｌ が 設 け ら れ て お り 、 左 右 の Ｇ 端 子 同 士 と 、 こ れ ら ス イ ッ チ ６ Ｒ ， ６ Ｌ の ｃ 接
点 同 士 が 、 そ れ ぞ れ 接 続 部 ４ 中 を 通 る 配 線 で 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス イ ッ チ ６ Ｒ の ａ 接 点 は コ ネ ク タ ５ Ｒ の Ｌ 端 子 に 接 続 さ れ 、 ｂ 接 点 は コ ネ ク タ ５ Ｒ の Ｒ
端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 又 、 ス イ ッ チ ６ Ｌ の ａ 接 点 は コ ネ ク タ ５ Ｌ の Ｒ 端 子 に 接 続 さ れ 、
ｂ 接 点 は コ ネ ク タ ５ Ｌ の Ｌ 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 以 下 の 図 に お い て は ｂ 接 点 を 黒
丸 で 表 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 こ れ ら ス イ ッ チ ６ Ｒ 、 ６ Ｌ は 、 音 声 発 生 装 置 か ら の ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ て い な
い 状 態 で は 、 ｃ 接 点 と ｂ 接 点 が 接 続 さ れ 、 音 声 発 生 装 置 か ら の ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る と ｃ
接 点 と ａ 接 点 が 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ホ ー ン ２ Ｒ に は 耳 当 て 部 ３ Ｒ の Ｒ 端 子 と Ｇ
端 子 か ら の 配 線 が 、 ホ ー ン ２ Ｌ に は 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の Ｌ 端 子 と Ｇ 端 子 か ら の 信 号 が 接 続 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 も し 、 コ ネ ク タ ５ Ｒ に 音 声 発 生 装 置 か ら の ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る と 、 ス イ ッ チ ６ Ｒ の ｃ
接 点 が ａ 接 点 と 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 Ｌ 端 子 に 入 っ た 信 号 は 、 ス イ ッ チ ６ Ｒ と ス イ ッ チ
６ Ｌ の ｃ 接 点 を 接 続 す る 配 線 を 通 し て 、 ス イ ッ チ ６ Ｌ の ｃ 接 点 に 入 り 、 ス イ ッ チ ６ Ｌ の ｂ
接 点 を 通 し て 、 ホ ー ン ２ Ｌ に 接 続 さ れ る 。 よ っ て 、 ホ ー ン ２ Ｒ か ら は 右 側 音 声 信 号 が 、 ホ
ー ン ２ Ｌ か ら は 左 側 音 声 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 も し 、 コ ネ ク タ ５ Ｌ に 音 声 発 生 装 置 か ら の ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る と 、 ス イ ッ チ ６ Ｌ の ｃ
接 点 が ａ 接 点 と 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 Ｒ 端 子 に 入 っ た 信 号 は 、 ス イ ッ チ ６ Ｒ と ス イ ッ チ
６ Ｌ の ｃ 接 点 を 接 続 す る 配 線 を 通 し て 、 ス イ ッ チ ６ Ｒ の ｃ 接 点 に 入 り 、 ス イ ッ チ ６ Ｒ の ｂ
接 点 を 通 し て 、 ホ ー ン ２ Ｒ に 接 続 さ れ る 。 よ っ て 、 ホ ー ン ２ Ｒ か ら は 右 側 音 声 信 号 が 、 ホ
ー ン ２ Ｌ か ら は 左 側 音 声 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 コ ネ ク タ を 保 護 す る キ ャ ッ プ 等 を 用 意 し 、 ス イ ッ チ ６ Ｒ 、 ６ Ｌ は 、 キ ャ ッ プ が 取
り 付 け ら れ て い る 状 態 で は ｃ 接 点 と ｂ 接 点 が 接 続 さ れ 、 キ ャ ッ プ が 取 り 外 さ れ る と ｃ 接 点
と ａ 接 点 と が 接 続 さ れ る よ う に し て も 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ３ の 例 で あ る ヘ ッ ド ホ ー ン の 概 要 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ の 中 に ス イ ッ チ ７ Ｒ が 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の 中 に
ス イ ッ チ ７ Ｌ が 設 け ら れ て お り 、 左 右 の Ｇ 端 子 同 士 と 、 こ れ ら ス イ ッ チ ７ Ｒ ， ７ Ｌ の ｃ 接
点 同 士 が 、 そ れ ぞ れ 接 続 部 ４ 中 を 通 る 配 線 で 結 合 さ れ て い る 。 ホ ー ン ２ Ｒ に は 耳 当 て 部 ３
Ｒ の Ｒ 端 子 と Ｇ 端 子 か ら の 配 線 が 、 ホ ー ン ２ Ｌ に は 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の Ｌ 端 子 と Ｇ 端 子 か ら
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の 信 号 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 ス イ ッ チ ７ Ｒ に お い て は 第 １ 接 点 に コ ネ ク タ ５ Ｒ の Ｌ 端 子 が 、 第 ２ 接 点 に コ ネ
ク タ ５ Ｒ の Ｒ 端 子 が 接 続 さ れ 、 ス イ ッ チ ７ Ｌ に お い て は 第 １ 接 点 に コ ネ ク タ ５ Ｌ の Ｒ 端 子
が 、 第 ２ 接 点 に コ ネ ク タ ５ Ｌ の Ｌ 端 子 が 接 続 さ れ て い る 。 ホ ー ン ２ Ｒ に は 耳 当 て 部 ３ Ｒ の
Ｒ 端 子 と Ｇ 端 子 か ら の 配 線 が 、 ホ ー ン ２ Ｌ に は 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の Ｌ 端 子 と Ｇ 端 子 か ら の 信
号 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ヘ ッ ド ホ ー ン １ に コ ネ ク タ ８ と キ ャ ッ プ ９ が 接 続 さ れ て い な い 状 態 （ ａ ） に お い て は 、
ス イ ッ チ ７ Ｒ 、 ス イ ッ チ ７ Ｌ に お い て 、 ｃ 接 点 は 、 第 １ 接 点 、 第 ２ 接 点 の い ず れ に も 接 続
さ れ て お ら ず 、 中 立 の 状 態 に な っ て い る 。 そ し て 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ と 耳 当 て 部 ３ Ｌ の 端 子 部
に 、 コ ネ ク タ ８ が 接 続 さ れ る と ｃ 接 点 は 第 １ 接 点 に 接 続 さ れ 、 キ ャ ッ プ ９ が 接 続 さ れ る と
ｃ 接 点 は 第 ２ 接 点 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ホ ー ン ２ Ｒ に は 耳 当 て 部 ３ Ｒ の Ｒ 端 子
と Ｇ 端 子 か ら の 配 線 が 、 ホ ー ン ２ Ｌ に は 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の Ｌ 端 子 と Ｇ 端 子 か ら の 信 号 が 接
続 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ８ に は 、 音 声 発 生 装 置 か ら の ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ （ ｂ ） は 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ の 端 子 部 に キ ャ ッ プ ９ が 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の 端 子 部 に コ ネ ク
タ ８ が 接 続 さ れ た 場 合 の 接 点 の 様 子 を 示 す 。 ス イ ッ チ ７ Ｒ 、 ス イ ッ チ ７ Ｌ の 接 点 の 状 態 が
図 の よ う に な る の で 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の Ｒ 端 子 か ら 入 っ た 信 号 は 、 ス イ ッ チ ７ Ｌ の 第 １ 接 点
、 ス イ ッ チ ７ Ｌ の ｃ 接 点 を 通 し て ス イ ッ チ ７ Ｒ の ｃ 接 点 に 至 り 、 ス イ ッ チ ７ Ｒ の 第 ２ 接 点
を 通 し て ホ ー ン ２ Ｒ に 接 続 さ れ る 。 よ っ て 、 ホ ー ン ２ Ｒ か ら は 右 側 音 声 信 号 が 、 ホ ー ン ２
Ｌ か ら は 左 側 音 声 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ （ ｃ ） は 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ の 端 子 部 に コ ネ ク タ ８ が 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ の 端 子 部 に キ ャ ッ
プ ９ が 接 続 さ れ た 場 合 の 接 点 の 様 子 を 示 す 。 ス イ ッ チ ７ Ｒ 、 ス イ ッ チ ７ Ｌ の 接 点 の 状 態 が
図 の よ う に な る の で 、 耳 当 て 部 ３ Ｒ の Ｌ 端 子 か ら 入 っ た 信 号 は 、 ス イ ッ チ ７ Ｒ の 第 １ 接 点
、 ス イ ッ チ ７ Ｒ の ｃ 接 点 を 通 し て ス イ ッ チ ７ Ｌ の ｃ 接 点 に 至 り 、 ス イ ッ チ ７ Ｌ の 第 ２ 接 点
を 通 し て ホ ー ン ２ Ｌ に 接 続 さ れ る 。 よ っ て 、 ホ ー ン ２ Ｒ か ら は 右 側 音 声 信 号 が 、 ホ ー ン ２
Ｌ か ら は 左 側 音 声 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 映 像 表 示 装 置 で あ る ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ に つ い て
説 明 す る 。 近 年 、 液 晶 パ ネ ル （ Ｌ Ｃ Ｄ ） 等 の 表 示 デ バ イ ス 上 に 表 示 さ れ た 映 像 を 、 接 眼 レ
ン ズ や ハ ー フ ミ ラ ー 等 を 有 す る 光 学 系 を 介 し て 拡 大 し た 虚 像 と し て 観 察 す る 眼 鏡 タ イ プ 等
、 人 体 に 装 着 し て 使 用 さ れ る 映 像 表 示 装 置 が 種 々 提 案 さ れ 、 ウ エ ア ラ ブ ル デ ィ ス プ レ イ と
呼 ば れ て い る 。 そ の う ち 、 頭 部 に 装 着 し て 使 用 さ れ る も の は 、 特 に ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス
プ レ イ と 呼 ば れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ は 、 多 く の 場 合 、 頭 に 巻 い た 形 で 頭 部 に 装 着 す る 構 成 と さ
れ 、 両 眼 に 対 応 す る 位 置 に 映 像 表 示 系 を 形 成 し た 両 眼 タ イ プ と 左 右 眼 の 一 方 の 眼 に 対 応 す
る 位 置 に 映 像 表 示 系 を 形 成 し た 片 眼 タ イ プ と が あ る 。 こ の う ち 、 両 眼 タ イ プ の も の は 、 主
と し て 映 像 を 楽 し む た め の 目 的 に 使 用 さ れ る 。 片 眼 タ イ プ の も の は 、 例 え ば ウ エ ア ラ ブ ル
パ ソ コ ン 等 の 表 示 装 置 等 や 、 作 業 者 に 指 示 を 表 示 す る 表 示 装 置 と し て の 使 用 方 法 が 期 待 さ
れ て い る 。 そ の 例 と し て 、 特 開 平 ８ － ３ ０ ５ ２ ９ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） 、 特 開 ２ ０ ０ ４
－ ２ ０ ７ ８ ４ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 記 載 さ れ る よ う な 方 式 の も の が 公 知 と な っ て い る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の １ 例 で あ る ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ プ レ イ の 概 要 の 外 観 図 を 図 ４ に 示
す 。 図 ４ に お い て 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ２ １ は 、 頭 部 の 後 部 に 装 着 さ れ て 、 頭 部
を 挟 み 込 む よ う な 弾 性 を 有 す る 装 着 部 ２ ４ と 、 装 着 部 ２ ４ に 出 し 入 れ が 可 能 な よ う に 嵌 め
込 ま れ た 支 持 部 ２ ３ と 、 支 持 部 ２ ３ の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 画 像 の 表 示 を 行 う 表 示 部 ２

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-148405 A 2006.6.8



２ と 、 装 着 部 ２ ４ に 取 り 付 け ら れ た 左 右 の 保 持 部 ２ ５ （ 耳 当 て 部 と ヘ ッ ド ホ ー ン を 兼 ね る
） を 主 要 部 と し て 構 成 さ れ て い る 。 図 に お い て は 、 表 示 部 ２ ２ は 、 支 持 部 ２ ３ の 引 き 出 し
長 さ を 調 節 す る こ と に よ り 、 左 眼 前 方 に 位 置 す る よ う に 調 整 さ れ て お り 、 左 眼 用 と し て 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ２ １ の 形 状 は 、 図 に お け る 上 下 方 向 の 中 心 線 Ａ に 対 し
て 上 下 対 称 と な っ て い る 。 よ っ て 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ２ １ を 、 図 の 矢 印 の よ う
に 左 右 を 反 転 さ せ て 、 １ ８ ０ ° 回 転 さ せ れ ば 、 支 持 部 ２ ３ と 表 示 部 ２ ２ は 図 に ２ 点 鎖 線 で
示 す よ う に 顔 面 の 右 側 に 移 動 し 、 そ の ま ま の 状 態 で 表 示 部 ２ ２ は 右 眼 前 方 に 位 置 す る よ う
に な り 、 右 眼 用 と し て 使 用 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ２ １ に お い て は 、 左 眼 用 と し て 使 用 す る 場 合 と
右 眼 用 と し て 使 用 す る 場 合 と で 、 同 一 の ホ ー ン か ら 出 力 す べ き 音 声 が 左 用 か ら 右 用 、 右 用
か ら 左 用 に 逆 転 す る 。 よ っ て 、 左 眼 用 と し て 使 用 す る 場 合 と 右 眼 用 と し て 使 用 す る 場 合 と
で 、 音 声 出 力 の 切 換 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ は 、 こ の よ う な 音 声 出 力 の 左 右 を 切 り 替 え る こ と が で き る ヘ ッ ド ホ ー ン の 構 成 を 示
す 図 で あ る 。 こ の 例 に お い て は 、 プ レ ー ヤ か ら の 出 力 は 、 耳 当 て 部 ３ Ｌ 側 に 入 力 さ れ る 。
耳 当 て 部 ３ Ｌ 中 に は 、 ス イ ッ チ １ ０ が 設 け ら れ て お り 、 ス イ ッ チ １ ０ が 押 し 込 ま れ て い な
い と き 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ １ ０ の 接 点 は ｂ 接 点 （ 黒 丸 ） 側 に 接 続 さ れ て
い る 。 よ っ て 、 Ｌ 端 子 か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 は 、 Ｌ 側 の Ｌ 出 力 に 接 続 さ れ 、 ホ ー ン ２ Ｌ
に 入 力 さ れ る 。 そ し て 、 Ｒ 端 子 か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 は 、 Ｒ 側 の Ｒ 出 力 に 接 続 さ れ 、 ホ
ー ン ２ Ｒ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス イ ッ チ １ ０ を 押 し 込 む と 、 ス イ ッ チ １ ０ の 接 点 は ａ 接 点 （ 白 丸 ） 側 に 接 続 さ れ る 。 よ
っ て 、 Ｌ 端 子 か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 は 、 Ｒ 側 の Ｒ 出 力 に 接 続 さ れ 、 ホ ー ン ２ Ｒ に 入 力 さ
れ る 。 そ し て 、 Ｒ 端 子 か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 は 、 Ｌ 側 の Ｌ 出 力 に 接 続 さ れ 、 ホ ー ン ２ Ｌ
に 入 力 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 音 声 信 号 を 出 力 す る ホ ー ン の 左 右 を 逆 転 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 又 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 し た よ う に 、 プ レ ー ヤ か ら
の 信 号 を 、 左 右 ど ち ら の 耳 当 て 部 の コ ネ ク タ に 接 続 し て も よ い よ う に し 、 こ の コ ネ ク タ に
表 示 部 ２ ２ に 表 示 す べ き 信 号 を 同 時 に 入 力 し 、 こ れ ら の 左 右 の コ ネ ク タ か ら 表 示 部 ２ ２ に
配 線 を 行 っ て 信 号 を 導 く よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に す る と 、 プ レ ー ヤ か ら の コ ネ ク タ
を 左 右 ど ち ら の コ ネ ク タ に 接 続 し て も 、 音 声 信 号 と 映 像 信 号 を １ 本 の 共 通 ケ ー ブ ル で ヘ ッ
ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ に 接 続 す る こ と が で き 、 配 線 の 煩 わ し さ が 無 く な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ の 中 に は 、 ヘ ッ ド ホ ー ン に 表 示 装 置 を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け
、 そ の 取 り 付 け 位 置 の 左 右 を 変 え る こ と に よ り 、 左 眼 用 と 右 眼 用 と に 切 り 替 え て 使 用 す る
も の が あ る 。 図 ６ は 、 こ の よ う な 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の １ 例 で あ る ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ
ス プ レ イ の 概 要 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 例 に お い て は 、 左 右 の 保 持 部 ２ ５ は 弾 性 を 有 す る 接 続 部 ２ ６ に よ り 接 続 さ れ て ヘ ッ
ド ホ ー ン 部 を 構 成 す る よ う に な っ て お り 、 こ の 接 続 部 ２ ６ に 装 着 部 ２ ４ を 取 付 部 ２ ７ を 介
し て 取 り 付 け る こ と に よ り 、 表 示 部 ２ ２ 、 支 持 部 ２ ３ 、 装 着 部 ２ ４ か ら な る 表 示 装 置 を 、
左 右 を 入 れ 替 え て ヘ ッ ド ホ ー ン 部 に 着 脱 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 例 に お い て は 、 プ レ ー ヤ か ら の ケ ー ブ ル ２ ８ は 、 装 着 部 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 こ の ケ ー
ブ ル 中 に は 画 像 信 号 用 配 線 の 他 に 音 声 信 号 用 配 線 が 含 ま れ て い る 。 そ し て 、 こ の う ち 音 声
信 号 用 の 配 線 は 、 ケ ー ブ ル ２ ９ と コ ネ ク タ ３ ０ を 介 し て 保 持 部 ２ ５ に 設 け ら れ た コ ネ ク タ
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に 接 続 さ れ る 。 図 に お い て は 左 側 し か 図 示 し て い な い が 、 右 側 の 保 持 部 ２ ５ に も コ ネ ク タ
が 設 け ら れ 、 表 示 装 置 を 右 側 に 取 り 付 け て 使 用 す る 場 合 に は 、 右 側 の 保 持 部 ２ ５ に 設 け ら
れ た コ ネ ク タ に コ ネ ク タ ３ ０ を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 左 右 の 保 持 部 ２ ５ に 設 け ら れ た コ ネ ク タ 間 の 配 線 は 、 例 え ば 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ
う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 表 示 装 置 が 左 右 の ど ち ら 側 に 取 り 付 け ら れ て も 、 左 右 の ヘ
ッ ド ホ ー ン に 正 し い 音 声 を 伝 え る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 ケ ー ブ ル ２ ９ と コ ネ ク タ ３ ０
を 使 用 せ ず に 、 取 り 付 け 部 ２ ７ に コ ネ ク タ ３ ０ と 同 様 の 接 点 を 設 け て も 、 同 じ 効 果 を 期 待
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 １ の 例 で あ る ヘ ッ ド ホ ー ン の 概 要 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ２ の 例 で あ る ヘ ッ ド ホ ー ン の 概 要 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ３ の 例 で あ る ヘ ッ ド ホ ー ン の 概 要 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の １ 例 で あ る ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ プ レ イ の 概 要 の 外 観 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 音 声 出 力 の 左 右 を 切 り 替 え る こ と が で き る ヘ ッ ド ホ ー ン の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の １ 例 で あ る ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ の 概 要 を 示 す 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
１ … ヘ ッ ド ホ ー ン 、 ２ Ｌ … ホ ー ン 、 ２ Ｒ … ホ ー ン 、 ３ Ｌ … 耳 当 て 部 、 ３ Ｒ … 耳 当 て 部 、 ４
… 接 続 部 、 ５ Ｌ … コ ネ ク タ 、 ５ Ｒ … コ ネ ク タ 、 ６ Ｌ … ス イ ッ チ 、 ６ Ｒ … ス イ ッ チ 、 ７ Ｌ …
ス イ ッ チ 、 ７ Ｒ … ス イ ッ チ 、 ８ … コ ネ ク タ 、 ９ … キ ャ ッ プ 、 ２ １ … ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス
プ レ イ 、 ２ ２ … 表 示 部 、 ２ ３ … 支 持 部 、 ２ ４ … 装 着 部 、 ２ ５ … 保 持 部 、 ２ ６ … 接 続 部 、 ２
７ … 取 付 部 、 ２ ８ … ケ ー ブ ル 、 ２ ９ … ケ ー ブ ル 、 ３ ０ … コ ネ ク タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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